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〈教育シリーズ〉

化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

スキンカモフラージュ目的の化粧指導

池 山 和 幸 *
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Abstract
Changes in appearance, such as pigmentation abnormalities caused by skin conditions like birthmarks and vitiligo, 

scarring from trauma or burns, and hyperpigmentation due to side effects of anticancer drugs, can lead to psychological 
distress for patients. These changes also significantly impact their social interactions and daily lives. Makeup designed to 
address such appearance-related concerns differs from general cosmetics and is referred to as skin camouflage. While skin 
camouflage does not treat the underlying condition, it provides psychosocial support and complements medical treatment. 
This paper provides an overview of skin camouflage, including commonly used products and trends in Japan and globally.
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1. は じ め に

身体に先天的または後天的に生じたあざや白斑などの
皮膚疾患による色素異常，外傷や熱傷などによる瘢痕な
どの外見の変化は，患者の精神的苦痛を伴い心理的およ
び社会的な影響は大きい 1–4）。また，抗がん剤の副作用
で起きる皮膚障害の中には，色素沈着や色素脱失といっ
た皮膚の色の変化などもあり，治療しながら日常生活を
送るがん患者にとって，心理的な苦痛となっている 5）。
このような外見の悩みに対するメイクは一般的なメ
イクとは区別され「スキンカモフラージュ（skin cam-
ouflage）」と呼ばれている。スキンカモフラージュには，
「カモフラージュメイク（camouflage makeup）」，「コスメ
ティックカモフラージュ（cosmetic camouflage）」，「カ
バーメイク（cover makeup）」，「ライフクオリティーメ
イクアップ（life quality makeup）」，「メディカルメイ
ク（medical makeup）」，「リハビリメイク（rehabilitation 
makeup）」などの呼称が使われており，さまざまな専用
のカバー用化粧品（主にファンデーション）が上市され
ている。
スキンカモフラージュは，疾患そのものを改善，治癒
させるものではないが，治療を補完する役割として位置
づけられる。現在の医療現場では患者の QOLを考慮し
た治療が重視されており，スキンカモフラージュは単に

対象部位をカバーするだけでなく，心理社会的支援の一
環として重要な役割を担っている。
日本皮膚科学会の「尋常性白斑診療ガイドライン」に
は，尋常性白斑患者の QOL改善を目的として，白斑専
用の化粧品を用いた化粧指導（カモフラージュメイク療
法）を推奨する文章が記載されている 6）。また，「尋常性
痤瘡・酒皶治療ガイドライン2023」では，低刺激性でノ
ンコメドジェニックな化粧品を選択するなどの配慮を必
要とした上で，女性の痤瘡患者に QOL改善を目的とし
た化粧（メイクアップ）指導を行うことが選択肢の一つと
して推奨されている 7）。がん治療においても，外見変化
に起因するがん患者の苦痛を軽減するアピアランスケア
のニーズは高まっており，「アピアランスケアガイドライ
ン2021年版」では，治療に伴う外見変化に関する心理・
社会的介入（化粧プログラム，カウンセリング，情報提
供）を行うことを弱く推奨する，と記載されている 8）。
本稿では，主に皮膚の色変化に対するスキンカモフ
ラージュの歴史と役割，症例別のスキンカモフラージュ
と専用化粧品の種類と機能，そして基本的な使い方を紹
介する。

2. スキンカモフラージュの活動の歴史

1928年にあざをカバーする塗布剤が開発され，
Covermark社（アメリカ）が設立された。その後，VEIL社 
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